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雨の少なめの梅雨が続いています。すでに晴れると猛暑にな
あめ すく つ ゆ つづ は もうしよ

る７月の始まりです。夏休みまであと３週間弱。暑さに負け
がつ はじ なつやす しゆうかんじやく あつ ま

ず、がんばりましょう！ 熱中症にはくれぐれも気をつけて！
ねつちゆうしよう き

『二十億光年の孤独』などの詩集で知られ、作詞や脚本、翻訳でも活躍した戦後を代表
にじゆうおくこうねん こ どく し しゆう し さく し きやくほん ほんやく かつやく せん ご だいひよう

する詩人・谷川俊太郎さんが昨年１１月１３日、老衰のため９２歳でこの世を去りまし
し じん たにかわしゆん た ろう さくねん がつ にち ろうすい さい よ さ

た。

谷川俊太郎さんは、１９３１年１２月に東京の杉並区に生まれました。戦争まっただ中
たにかわしゅん た ろう ねん がつ とうきょう すぎなみ く う せんそう なか

の子ども時代、学校の先生から殴られることに納得できず、学校に行くのを止めてしまっ
こ じ だい がっこう せんせい なぐ なっとく がっこう い や

たといいます。谷川さんは、１９４８年ころから詩の創作を始めました。みなさんにとっ
たにかわ ねん し そうさく はじ

ては、「詩人・谷川俊太郎」よりも、『スイミー』『フレデリック』など、レオ・レオ二の絵本、
し じん たにかわしゅん た ろう に え ほん

「マザーグースのうた」やスヌーピーシリーズの翻訳や「かっぱ、かっぱかっぱらって…」
ほんやく

などで有名な『ことばあそびうた』などのほうがなじみがあるかもしれませんね。
ゆうめい

『生きる』は、谷川さんが１９７１年に発表した作品です。国語の教科書にもよく登場
い たにかわ ねん はっぴょう さくひん こく ご きょう か しょ とうじょう

する有名な詩です。
ゆうめい し

「生きているということ 今生きているということ」と始まる五つの連（詩のかたまり）
い いま い はじ いつ れん し

からなる詩ですが、今回の課題はその最初の２連を覚えてもらいます。
し こんかい か だい さいしょ れん おぼ

皆さんは、｢生きる、ってどういうこと?」と聞かれたら何と答えますか？ 谷川さんは
みな い き なん こた たにかわ

詩人ですから、その答えを詩で表現しました。出てくる言葉にむずかしいものはないの
し じん こた し ひようげん で こと ば

で、皆さんにも分かるでしょう。（中に出てくる「ミニスカート」とか「プラネタリウム」
みな わ なか で

というのは、この詩が書かれた頃にみんなに知られるようになった、新しいものでした。膝
し か ころ し あたら ひざ

が見えるような短いスカートは、それまではなかったんですよ！）
み みじか

先日の朝礼でもお話ししましたが、頭の良くない私が、この詩の意味がわかるように
せんじつ ちようれい はな あたま よ わたし し い み

なってきたのは、つい最近のことです。私はこの詩を、中学校の国語の教科書で知りま
さいきん わたし し ちゆうがつこう こく ご きよう か しよ し

した。その時は、生きるってことについて考えることもなかったのだろうと思います。
とき い かんが おも

だんだん自分が死に近づいてきて、生きるということについて深く考えられるようにな
じ ぶん し ちか い ふか かんが

ってきました。

私がこの詩の中で特に好きなのが、この第２連の最後に出てくる部分です。そこで谷川
わたし し なか とく す だい れん さい ご で ぶ ぶん たにかわ

さんは、生きる、というのは「すべての美しいものにであうということ そして隠され
い うつく かく

た悪を注意深くこばむこと」と表現しています。私たちの教育目標「自立 自ら学び、考
あく ちゆう い ぶか ひようげん わたし きよういくもくひよう じ りつ みずか まな かんが

え、行動する人」と同じだなあと思うのです。
こうどう ひと おな おも

谷川俊太郎(たにかわしゅんたろう)


